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場
の
鷹
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
投
入
し

処
理
す
る
施
設
で
す
。

　
本
施
設
は
、
１
日
に
46
㎘
の
し
尿

等
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
希
釈

水
は
場
内
で
揚
水
す
る
井
戸
水
と
鷹

巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
放
流
水
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
搬
入
さ
れ
た
し

尿
等
は
、
受
入
槽
に
入
れ
ら
れ
た
後
、

破
砕
機
で
ゴ
ミ
を
砕
き
、
細
か
く
さ

れ
た
ゴ
ミ
や
砂
を
取
り
除
い
た
し
尿

等
を
希
釈
し
て
、
鷹
巣
浄
化
セ
ン

タ
ー
へ
放
流
し
て
い
ま
す
。

　
し
尿
処
理
施
設
は
臭
い
が
す
る
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
硝
酸
や

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
薬

品
処
理
を
し
て
お
り
、
臭
い
は
ほ
と

ん
ど
し
ま
せ
ん
。

　
希
釈
に
鷹
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
放
流
水
を
使
用
し
、
希
釈
後
に
鷹

巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
放
流
す
る
本
施

設
は
循
環
型
の
持
続
可
能
な
社
会
の

一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
尿
処
理
施
設
で
は
見
学
も
受
け

い
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
見
学
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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皆
さ
ん
、
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま

す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
貝
田
真
紀

で
す
。
２
０
２
１
年
９
月
１
日
に
委

嘱
状
を
交
付
し
て
頂
き
、
２
年
目
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
年
目
は

手
探
り
の
時
期
で
し
た
が
、
研
修
や

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
地
域
の
友
人
や

県
内
の
協
力
隊
の
知
人
も
増
え
、
２

年
目
は
よ
り
充
実
し
た
時
間
に
な
る

よ
う
な
予
感
が
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
市
役
所
で
の
業
務
の
他
に
、

マ
タ
ギ
文
化
の
情
報
発
信
の
仕
事
を

軸
に
し
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
猟
師
の
活
動

と
し
て
は
、
９
月
に
銃
の
保
管
の
た

め
に
一
軒
家
に
引
越
し
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ガ
ン
ロ
ッ
カ
ー
を
新
居
に

設
置
し
、
10
月
に
無
事
に
銃
の
所
持

許
可
が
下
り
た
の
で
、
猟
期
が
始
ま

る
11
月
１
日
ま
で
に
狩
猟
登
録
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、
合
川

の
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
」
の
体
験

学
習
へ
の
参
加
や
「
露
熊
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
へ
の
参
加
、
農
園
で
の
収
穫

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
熊
よ
け
の
鈴
付
き

御
殿
ま
り
の
商
品
化
と
販
売
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
永
沢
碧
衣
さ
ん
の
個
展

の
お
手
伝
い
等
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
狩
猟
活
動
を
軸
に
し
な
が

ら
様
々
な
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、

自
分
の
起
業
の
準
備
も
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
等
で
お
会
い
す
る
機
会

が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
！

狩
猟
活
動
を
軸
に

　
　
　
様
々
な
活
動
を
展
開

▲大館市の大子内射撃場での猟期前
　練習の様子
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
北
秋
田
市
し
尿
処
理
施
設

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
２
０
１
５
年
９

月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
２
０
３
０
」
に
記
載
さ
れ

た
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続
可
能
で

よ
り
良
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標

で
、
17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ

を
世
界
中
に
」
と
い
う
目
標
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
「
汚
染
を
減
ら
す
、

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
、

有
害
な
化
学
物
質
が
流
れ
込
む
こ
と

を
最
小
限
に
す
る
、
処
理
し
な
い
ま

ま
流
す
排
水
を
半
分
に
減
ら
す
、
世

界
中
で
水
の
安
全
な
再
利
用
を
大
き

く
増
や
す
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
水
質
を
改
善
す
る
」
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
供
用
を
開
始

し
た
北
秋
田
市
し
尿
処
理
施
設
は
、

北
秋
田
市
と
上
小
阿
仁
村
の
ト
イ
レ

か
ら
発
生
す
る
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
施
設
汚
泥

（
以
下
「
し
尿
等
」
と
い
う
）
を
受

け
入
れ
、
下
水
道
排
除
基
準
値
ま
で

希
釈
し
隣
接
す
る
下
水
道
終
末
処
分

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
火
）▽
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
答
申（
本
庁
舎
）▽
県
道
比
内
森
吉
線
道
路
整
備

促
進
協
議
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）▽
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
講
座

（
コ
ム
コ
ム
）▽
高
齢
者
福
祉
事
業
運
営
委
員
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

18
日（
木
）▽
秋
田
県
企
業
立
地
事
務
所
表
敬
訪
問（
同
事
務
所
）▽
全
国
治
水
砂
防
促

進
大
会（
砂
防
会
館
別
館
）▽
県
選
出
国
会
議
員
と
市
長
会
と
の
懇
談
会

（
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
）▽
企
業
訪
問（
都
内
）

19
日（
金
）▽
企
業
訪
問（
都
内
）

22
日（
月
）▽
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
登
録
記
念
式
典（
W
E
B
）

（
本
庁
舎
）▽
東
北
地
方
整
備
局
懇
談
会
、盛
岡
秋
田
道
路・大
曲
鷹
巣
道
路

整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム（
仙
北
市
）

24
日（
水
）▽
秋
田
県・市
町
村
協
働
政
策
会
議
総
会
、秋
田
県
知
事
と
市
長
村
長
と
の

行
政
懇
談
会（
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
）

25
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
第
４
回
臨
時
会（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
協

議
会（
同
病
院
）

26
日（
金
）▽
大
館
法
人
会
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
秋
の
叙
勲

受
章
報
告（
松
橋
幸
子
さ
ん
）（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北

秋
田
市
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
現
場
視
察（
二
ツ
井
今
泉
道
路
）

１
日（
水
）▽
秋
の
叙
勲
受
章
報
告（
後
藤
久
美
さ
ん
）（
本
庁
舎
）▽
地
域
医
療
懇
談
会

（
縄
文
の
湯
）

３
日（
金
）▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
青
少
年
育
成
秋
田
県

民
会
議
会
長
表
彰
受
賞
報
告（
中
嶋
信
咲
さ
ん
）（
本
庁
舎
）▽
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
受
賞
報
告
会（
本
庁
舎
）

４
日（
土
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部
後
援
会
総
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

７
日（
火
）▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
初
日（
議
事
堂
）

９
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
一
般
質
問
１
日
目（
議
事
堂
）

10
日（
金
）▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
一
般
質
問
２
日
目（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市

医
療
団
体
と
の
業
務
協
議
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

12
日（
日
）▽
北
秋
田
市
民
卓
球
大
会（
鷹
巣
体
育
館
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
コ
ム
コ
ム
）

14
日（
火
）▽
北
秋
田
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
役
員
研
修
会（
コ
ム
コ
ム
）

◇
11
月
16
日
〜
12
月
15
日

Happy New Year !
　北秋田の皆さま、新年あけましておめでとうござい
ます（ちなみに今回のタイトルは、その英語版になっ
ています）。今年も引き続き、ご愛読をくださいます
よう、よろしくお願い申し上げます。
　去年を振り返ってみますと、コロナ禍２年目で自粛
ばかりでしたが、それなりに出来事がたくさんあった
気がします。思い出に残ることの一つは、本市出身の
中嶋監督が率いるオリックス・バファローズが、日本
一まであと一歩と惜しかったことです。中嶋監督は私
が生まれた年のドラフト会議でプロ野球に入団したこ
とも後で知りました。このまま、すっかりバファロー
ズのファンになってしまいそうですね！

　日本シリーズを観戦したのは、実はアメリカの収穫
感謝祭の時期で、アメリカでは収穫感謝祭にスポーツ
観戦をする習慣があり、帰省できなくてもアメリカの
ように過ごせてうれしかったです。また「新年抱負」
というお正月の習慣もあります。１年間頑張っていき
たいことを決める習
慣です。私は、もっ
と外に出て、季節ご
との自然を楽しみた
いです。
　皆さまはいかがで
しょうか？


